
　線路と道路の両方を走行できる乗り物「ＤＭＶ（デュアル・モード・ビークル）」の実証実験が、３月20日
から２２日の3日間、明知鉄道などで実施されました。この実証実験では、岩村駅から明智駅までの鉄道区
間のほか、観光ルートとして岩村歴史資料館や道の駅おばあちゃん市・山岡などに立ち寄りました。
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一
方
、各
地
域
に
設
置
さ
れ
た

地
域
協
議
会
や
、ま
ち
づ
く
り
実

行
組
織
に
よ
る
地
域
活
動
は
、昨

年
度
で
、１
５
５
事
業
行
わ
れ
ま

し
た
。多
彩
で
数
多
く
の
事
業
に
、

延
べ
８
万
人
を
超
え
る
市
民
の
皆

さ
ん
に
参
画
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
５
年
間
で

市
は
一
つ
と
い
う
、
市
民
の
一
体

感
が
築
か
れ
、
ま
ち
の
基
盤
が
着

実
に
整
っ
て
き
ま
し
た
。
本
年
度

は
、
こ
の
基
盤
の
上
に
立
ち
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
年
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

住
み
た
い
ま
ち
に

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に

　
　
　
　
　
　
　

〜
健
康
、産
業
振
興
、環
境
、生
涯
学
習
が
軸
〜

　

３
月
２
日
に
開
か
れ
た
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
可
知
市
長
は

本
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、
４
月
か
ら
の
１
年
間
、
ど
の
よ
う
な

考
え
で
市
政
を
進
め
て
い
く
の
か
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市
民
の
一
体
感
と
ま
ち
の
基

盤
を
基
に
飛
躍
を
遂
げ
る
年

　

合
併
し
て
か
ら
の
５
年
間
、
総

合
計
画
と
行
革
を
車
の
両
輪
と
し

て
、
新
し
い
市
の
基
盤
づ
く
り
に

全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。
ご
み

の
収
集
方
法
や
料
金
、
上
下
水
道

料
金
、
国
民
健
康
保
険
料
な
ど
市

民
負
担
の
格
差
を
是
正
し
、
料
金

を
統
一
し
ま
し
た
。

　

ま
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
通
信

網
を
市
全
域
に
整
備
し
、
情
報
通

信
網
の
充
実
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

平
準
化
も
行
い
ま
し
た
。

▲本年第１回市議会定例会で施政方針を提案する可知市長
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お
い
て
、
し
っ
か
り
と
し
た
基
盤

づ
く
り
の
た
め
の
施
策
を
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
「
恵
那
市
に
住
み
た
い
」「
恵
那

市
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え

る
、
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
重
点
施
策
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
、
健
康
・
産
業
振
興
・

環
境
・
生
涯
学
習
と
し
、
事
業
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
健
康
】

　

市
民
一
人
一
人
が
自
分
の
健
康

に
関
心
を
持
ち
、
自
ら
進
ん
で
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
環
境
を

構
築
し
ま
す
。
ま
た
、
保
健
指
導

や
医
療
環
境
の
向
上
を
図
り
、
地

域
で
の
健
康
づ
く
り
へ
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
】

　

人
口
減
少
対
策
の
重
要
な
柱
で

も
あ
る
雇
用
の
確
保
と
い
う
面
か

ら
、
農
林
業
や
商
工
業
の
振
興
を

図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
定

住
促
進
と
、
市
内
産
の
木
材
な
ど

地
域
材
利
用
の
拡
大
を
促
し
、
地

場
産
業
の
活
性
化
と
健
全
な
森
林

づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

　

地
域
材
を
使
用
し
た
木
造
住
宅

を
新
築
し
た
場
合
、
奨
励
金
の
交

付
と
固
定
資
産
税
を
減
免
す
る
制

度
を
つ
く
り
ま
す
。
農
業
で
は
、

市
の
課
題
を
見
据
え
、
長
期

的
に
持
続
可
能
な
ま
ち
へ

　

日
本
経
済
は
、最
悪
期
か
ら
脱

し
た
と
は
い
わ
れ
ま
す
が
、円
高
、

デ
フ
レ
圧
力
に
よ
る
景
気
低
迷
な

ど
、依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。こ
う
し
た
中
、平
成　
１８

年
３
月
に
策
定
し
た
総
合
計
画
の

前
期
基
本
計
画
と
、行
財
政
改
革

大
綱
が
、終
期
を
迎
え
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
５
年

間
の
足
跡
を
振
り
返
り
、
こ
れ
か

ら
の
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
を
定
め
る
、
最
も
重
要
な
年
で

す
。
総
合
計
画
の
後
期
基
本
計
画

の
策
定
で
は
「
人
口
減
少
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と「
長
期
財
政
計
画

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
設
置
し
、
市

が
直
面
し
て
い
る
重
点
課
題
に
つ

い
て
の
方
向
性
を
、
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
次
期
行
革
大

綱
の
策
定
に
も
取
り
組
み
、
長
期

的
に
持
続
可
能
な
、
市
の
行
財
政

の
在
り
方
を
考
え
ま
す
。

次
世
代
に
向
け
、
施
策
を
着

実
に
進
め
ま
す

　

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
総
合
計
画
と
行

革
を
両
輪
と
し
、
次
世
代
に
向

け
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
に

▲岩村歴史資料館前にある佐藤一斎翁
像。本年度は佐藤一斎の「三学戒」の
精神を基に、三学のまちづくりと題し、
生涯学習の施策を進めます

▲完成間近の第３期テクノパーク造成
地。整備される２区画（６.４�）への企
業誘致に取り組み、雇用環境の安定と
充実を図ります

学
校
給
食
に
地
元
産
の
農
作
物
を

供
給
し
、
地
産
地
消
の
体
制
を
強

化
し
ま
す
。

　

恵
那
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
し
た
山

岡
細
寒
天
と
恵
那
栗
の
生
産
支
援

や
販
売
促
進
を
行
い
ま
す
。
特
に

恵
那
栗
に
つ
い
は
、
栗
園
農
家
の

支
援
、
改
植
の
助
成
と
大
規
模
な

栗
園
を
造
成
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

進
め
ま
す
。
ま
た
造
成
が
完
了
す

る
第
３
期
恵
那
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
、

優
良
企
業
を
誘
致
し
、
雇
用
環
境

の
安
定
と
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
環
境
】

　

ご
み
減
量
化
対
策
と
し
て
、
資

源
ご
み
の
常
設
型
回
収
拠
点
施
設

の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。
市
民
が

自
ら
分
別
し
持
ち
込
む
こ
と
で
、

ご
み
の
減
量
と
、
リ
サ
イ
ク
ル
を

進
め
、
環
境
学
習
の
場
と
し
て
人

材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

岩
村
藩
出
身
の
儒
学
者
、
佐
藤

一
斎
の
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説
い
た「
三
学
戒
」。
そ

の
三
学
を
精
神
と
し
て
捉
え
、
歴

史
や
文
化
を
大
切
に
し
て
、
学
ぶ

こ
と
が
幸
せ
と
な
る
生
涯
学
習
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
へ
の
活
動
を
高
め
な

が
ら「
恵
那
市
三
学
の
ま
ち
宣
言
」

を
制
定
す
る
準
備
を
行
い
ま
す
。
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予
算
規
模
は
、ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
す
。

行
革
の
効
果
が
あ
り
、
基
金
を
取
り

崩
す
こ
と
な
く
予
算
編
成

　

歳
入
で
は
景
気
の
悪
化
に
よ
り
、
個
人

市
民
税
が
１
億
６
０
７
０
万
円
減
額
し
た

ほ
か
、
法
人
市
民
税
が
１
億
４
６
７
０
万

円
の
減
額
に
な
る
な
ど
、
市
税
は
２
億
７

４
２
６
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
地
方
交
付
税
は
、
国
の
地
方
財
政

対
策
に
よ
り
、
１
・
１
兆
円
増
額
さ
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
普
通
交
付
税
を
５
億
円

の
増
額
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
例
年
、
厳
し
い
財
政
事
情
を
補
う

た
め
、
取
り
崩
し
を
し
て
き
た
財
政
調
整

基
金
（
市
の
貯
金
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
行

　

本
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
と
し
は
、
総
合
計
画
後
期
計
画
策
定
の
た
め
の
重
要
な
年
で
す
。
合
併
後
５
年

が
経
過
し
、
市
民
の
一
体
感
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
の
予
算
と
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

財
務
課
財
政
係
（
内
線
３
５
２
）

全
会
計
は
１
億
８
５
３
４
万
円
の
減

額
、前
年
度
比
０
・
４�
の
減
少

　

一
般
会
計
は
２
億
円（
０
・
８�
）の
増
額
、

特
別
会
計
は
、５
５
６
４
万
円（
△
０
・
４�
）

の
減
額
、企
業
会
計
は
３
億
２
９
７
０
万

円（
△
４
・
７�
）の
減
額
。全
会
計
の
合
計

は
１
億
８
５
３
４
万
円（
△
０
・
４�
）の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、昨
年
度
は
公
的
資
金
補

償
金
免
除
繰
上
償
還
の
経
費
３
億
８
３
２

３
万
円
を
、本
年
度
は
国
の
政
策
に
よ
る

子
ど
も
手
当
に
要
す
る
経
費
６
億
２
８
３

０
万
円
を
予
算
計
上
し
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
特
殊
な
事
業
を
差
し
引
け
ば
、前
年
度

比
４
５
０
０
万
円（
０
・
２�
）の
減
と
な
り
、

〜
健
康
福
祉
・
環
境
・
教
育
・
定
住
促
進
・
地
域
づ
く
り
を
〜

一
般
会
計
２
６
２
億
６
千
万
円

　
  　
　
　
　

実
質
、ほ
ぼ
前
年
並
み

自主財源（３４％
）８９
億
３
,１７２
万
円

依
存
財
源（
６６
％
）１７３億２,８２８万円

歳 入
市税（２５.９％）
６７億９,０３９万円

諸収入など（２.０％）
８億９,０６４万円

繰越金（１.９％）５億円

国庫支出金（８.５％）
２２億２,１７８万円

県支出金（６.９％）
１８億０,８６７万円

地方交付税（３３.１％）
８７億円 

市債（１２.５％）
３２億９,１７０万円

使用料及び手数料（１.７％）
４億３,６７９万円

譲与税など（４.９％）１３億０,６１３円

一般会計歳入

分担金及び負担金（１.２％）３億１,３９０万円

5　2010.4.1

革
の
取
り
組
み
や
、
地
方
交
付
税
な
ど
の

国
の
地
方
財
政
対
策
に
よ
り
、
取
り
崩
す

こ
と
な
く
予
算
編
成
が
で
き
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
新
し
い
事
業
と
し
て
、
明
智

保
育
園
建
設
事
業
や
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
整

備
事
業
、
生
涯
学
習
市
民
三
学
運
動
啓
発

事
業
、
市
内
に
転
入
し
た
方
が
住
宅
を
建

築
し
た
場
合
に
支
給
す
る
、
定
住
促
進
助

成
金
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
国
の
昨
年
度
第
２
次
補
正
予
算
を

活
用
し
て
、
岩
村
町
電
線
類
地
中
化
事
業

の
本
年
度
計
画
分
を
前
倒
し
で
実
施
し
、

翌
年
度
事
業
分
を
繰
上
げ
て
本
年
度
予
算

に
計
上
す
る
な
ど
、
事
業
の
早
期
完
成
を

目
指
し
ま
す
。
国
の
新
し
い
政
策
の
子
ど

も
手
当
給
付
費
に
は
、
推
計
で
約
７
２
０

０
人
の
対
象
者
に
対
し
、　

億
６
４
７
万

１０

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

特
別
会
計
は
０
・
４�
、企
業
会
計
は

４
・
７�
の
減
少

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
で
、
保
険
給
付
費

の
増
加
に
よ
り
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
老

人
保
健
医
療
特
別
会
計
は
、
平
成　

年
度

１９

で
制
度
廃
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
事
後
請

求
に
対
応
す
る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま

す
。
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
、
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
は
建
設
事
業
費
の
縮

小
に
よ
り
減
額
。
特
別
会
計
全
体
と
し
て

は
、
０
・
４�
の
減
額
で
す
。

　

企
業
会
計
で
は
、
水
道
事
業
の
拡
張
工

事
費
の
減
少
や
、
病
院
事
業
の
断
層
撮
影

装
置
更
新
の
終
了
に
よ
り
予
算
が
減
少
し

て
い
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
診
療
所
事
業

会
計
で
は
、
震
災
な
ど
に
備
え
る
た
め
、

透
析
セ
ン
タ
ー
の
受
水
槽
設
置
工
事
費
な

ど
を
計
上
。
企
業
会
計
全
体
と
し
て
は
、

４
・
７�
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

自
主
財
源
は
一
般
会
計
全
体
の　�
、

３４

市
税
収
入
は
３
・
９�
の
減
少

　

市
税
収
入
や
分
担
金
・
負
担
金
、
使
用

料
や
手
数
料
、
繰
入
金
な
ど
を
合
わ
せ
た

自
主
財
源
は　

・
０�
で
す
。
地
方
交
付

３４

税
や
地
方
債
、
国
県
支
出
金
な
ど
、
依
存

財
源
は　

・
０�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

６６

　

市
税
収
入
は
、
景
気
の
後
退
に
よ
り
個

人
、
法
人
を
合
わ
せ
た
市
民
税
は
、
前
年

比　

・
５�
の
減
額
と
な
る
見
込
み
で
す
。

１０
固
定
資
産
税
は
前
年
比
１
・
９�
の
増
額
。

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
な
ど

市
税
全
体
で
は
３
・
９�
の
減
額
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。
普
通
交
付
税
や
臨
時
財
政

対
策
債
は
、
国
の
地
方
支
援
策
に
よ
り
６

�
を
超
え
る
伸
び
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

国
庫
補
助
金
は
、
前
年
比　

・
３�
の

５０

高
い
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は

子
ど
も
手
当
に
要
す
る
国
庫
負
担
金
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
市
債
（
市
の
借
金
）

は
、
借
入
額
を
本
年
度
返
済
す
る
予
定
の

元
金
償
還
額
よ
り
も
抑
え
、
後
年
度
の
負

担
を
軽
減
す
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

民生費
（２４.９％）
６５億４,８４０万円

公債費
（１５.７％）
４１億１,９３０万円

教育費
（１３.２％）

３４億７,３９０万円
総務費
（１３.５％）
３５億４,７６０万円

土木費
（１０.９％）

２８億４,９３０万円

農林水産業費
（４.８％）

１２億６,１２０万円

議会費（０.８％）２億０,５３０万円

予備費（０.１％）
３,０００万円

労働費（０.２％）
４,８３０万円

衛生費（１０.６％）
２７億８,８９０万円

商工費（１.８％）
４億６,５８０万円

歳出
目的別

消防費（３.５％）
９億２,２００万円

平成２２年度会計別予算額
増減率予算額会　計

０．８％２６２億６,０００万円一 般 会 計

△０．４％１３５億６,０２６万円特 別 会 計

６．８％５６億２,７７０万円国民健康保険事業特別会計

８．１％４７億８,６１０万円介護保険特別会計

△２６．３％１３億１,７８０万円公共下水道事業特別会計

△２３．９％８億８,１００万円簡易水道事業特別会計

３．７％６億４００万円後期高齢者医療特別会計

△７．９％２億７,９７０万円農業集落排水事業特別会計

△６．２％６,０２０万円駐車場事業特別会計

△８７．９％２４０万円老人保健医療特別会計

△１０．０％９０万円上財産区特別会計

△８．０％４６万円遠山財産区特別会計

△４．７％６６億２,７００万円企 業 会 計

△０．５％３８億５,９２０万円収益的支出
病院事業会計

△２２．６％１億８,０７０万円資本的支出

△５．０％７億９,１３０万円収益的支出
水道事業会計

△３０．５％６億１,１００万円資本的支出

５．１％６億３,４７０万円収益的支出国民健康保険
診療所事業会
計 ４．９％３,６６０万円資本的支出

３．９％4億７,９５０万円収益的支出介護老人保健
施設事業会計 １．５％３,４００万円資本的支出

△０．４％４６４億４,７２６万円予 算 総 額

一般会計歳出（目的別）
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市民１人当たりの額

使われる金額納める市税の額

民生費

１１７,８９６ 円

固定資産税

６２,５８４円

公債費

７４,１６３ 円

市民税

４６,９６８円

総務費

６３,８７０円

市たばこ税

４,９２４円

教育費

６２,５４３ 円

都市計画税

４,７３７円

土木費

５１,２９８  円

軽自動車税

２,１７７円

その他
１０３,００８円

その他
８６３円

合計
４７２,７７８ 円

合計
１２２,２５２円

人
件
費
は
１
億
７
２
０
万
円
の
減
額

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
義
務
的
経

費
で
は
、
人
件
費
が
一
般
事
務
職
員
の
退

職
や
不
補
充
な
ど
に
よ
り
１
億
７
２
０
万

円
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
扶
助
費
は
、

創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
や
、
自
立
支
援

給
付
費
な
ど
で
７
億
５
８
９
０
万
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
義
務
的
な

支
出
は
、
昨
年
度
と
比
べ
、
６
・
３�
増

加
し
、
支
出
全
体
の　

・
２�
を
占
め
て

４４

い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
恵
那
東
地
区
ま
ち

づ
く
り
交
付
金
事
業
や
山
岡
小
学
校
校
舎

改
築
事
業
、
明
智
保
育
園
建
設
事
業
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政
無
線
整
備
事
業

や
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
建
設
、
公

営
住
宅
の
建
設
が
終
了
し
た
た
め
、
総
額

で
約
３
億
７
千
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

※平成２２年１月１日現在の住民基本台帳と外国
人登録の人口、５５,５４４人で計算しています。

子
ど
も
手
当
の
創
設
な
ど
、
民
生
費

は
全
体
の
約　
�２５

　

一
般
会
計
の
歳
出
を
目
的
別
に
見
る

と
、
民
生
費
が　

・
９�
を
占
め
、
続
い

２４

て
公
債
費
が　

・
７�
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１５

　

民
生
費
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
手
当

に
比
べ
、
５
億
８
４
０
０
万
円
増
額
し
、

　

億
６
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
る
ほ

１０か
、
明
智
保
育
園
の
建
設
事
業
に
２
億
８

７
６
０
万
円
を
予
算
化
し
、
事
業
着
手
し

て
い
き
ま
す
。

　

公
債
費
は
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰

上
償
還
が
昨
年
度
ま
で
に
終
了
し
ま
し
た

が
、
合
併
特
例
債
の
元
金
償
還
が
本
格
的

に
始
ま
り
経
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

総
務
費
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を

活
用
し
た
、
岩
村
町
と
明
智
町
の
ま
ち
並

み
整
備
事
業
で
５
億
４
６
９
０
万
円
を
予

算
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の

建
設
、エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵
那
の
連
続
運
転
へ

の
準
備
作
業
が
終
了
し
た
ほ
か
、ご
み
処

理
施
設
の
統
合
に
よ
り
維
持
管
理
経
費
が

軽
減
さ
れ
、費
用
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
山
岡
小
学
校
校
舎
改
築
工

事
や
、
大
井
小
学
校
の
旧
体
育
館
の
取
り

壊
し
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
な
ど
に
よ
り

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
出
総
額
２
６
２
億
６
千
万
円

は
、
市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と　
４７

万
２
７
７
８
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

義務的経費（４４
.２
％
）１１５

億
９
,６０５
万

円

その他経
費（４０

.５
％
）１０６

億
３
,４０４
万

円
投資的経費（１５.３％）４０億２,９９１万円

人件費
（１８.５％）
４８億４,９３６万円

公債費
（１５.８％）
４１億４,６１９万円

扶助費（９.９％）
２６億０,０５０万円

普通建設事業費
（１５.３％）４０億２,９９１円

物件費
（１７.３％）

４５億３,８１３万円

補助費等
（８.３％）

２１億９,０７９万円

繰出金（１１.０％）
２８億９,９０７万円

その他（３.８％）
１０億０,６０５万円

歳出
性質別

一般会計歳出（性質別）

7　2010.4.1

こんな事業を進めます
予算額事業の名称

２億７,６６０万円岩村町まち並み整備事業
２億７,０３０万円明智町まち並み整備事業
２,２００万円山岡町まちづくり事業

４億６,７８０万円上水道の整備（三郷町、笠置町）
９,６６０万円簡易水道の整備（笠置町）
９５０万円し尿投入施設建設事業
１,２８０万円リサイクル広場整備事業
２,５６０万円地域住宅交付金事業（新規）
１,０８０万円定住促進対策事業（新規）

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
５,１００万円少子化対策推進事業

１０億０,６００万円子ども手当（新規）
１５０万円赤ちゃんたちの地域デビュー事業（新規）
２０万円病後児保育事業（新規）
２６０万円不妊治療費の助成

１億６,８００万円子ども福祉医療費助成事業
２億８,７６０万円明智保育園建設事業
２,０００万円地域子育て支援センターの運営
５００万円つどいの広場事業

≪主な事業≫
　

少
子
化
対
策
で
は
、
地
域
で
子
育
て
を

支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
赤

ち
ゃ
ん
た
ち
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
事
業
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
保
護
者
が
仕
事
と
家
庭

を
両
立
さ
せ
る
た
め
、
近
隣
市
と
連
携
し

て
病
後
児
保
育
事
業
を
開
始
し
ま
す
。
こ

の
ほ
か
学
童
保
育
の
未
実
施
地
域
の
解
消

な
ど
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て

ら
れ
る
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
子
育
て
支

援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

保
健
指
導
で
は
保
健
師
を
増
員
し
、
特

定
健
診
の
結
果
か
ら
、
腎
機
能
低
下
や
高

度
高
血
圧
の
方
を
中
心
に
個
別
訪
問
指
導

を
充
実
し
ま
す
。ま
た
、節
目
健
診
で
は

　

・　

・　

・　

・　

歳
の
人
を
対
象
に
、特

４０

４５

５０

５５

６０

定
健
診
の
健
診
項
目
を
追
加
し
、健
診
受

診
率
を
向
上
さ
せ
、早
期
発
見
、早
期
治
療

を
図
り
ま
す
。妊
産
婦
健
診
で
は
、従
来
の

診
査
項
目
を
見
直
し
、初
回
血
液
検
査
や

子
宮
が
ん
検
診
を
追
加
す
る
な
ど
、内
容

を
充
実
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
と
し

て
、
防
御
マ
ス
ク
や
消
毒
液
な
ど
を
購
入

し
ま
す
。

手
し
ま
す
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
沿
っ
て
、

し
尿
投
入
施
設
建
設
調
査
を
行
い
ま
す
。

ま
た
有
機
性
資
源
を 
堆  
肥 
化
し
、
景
観
作

た
い 
ひ

物
や
資
源
作
物
な
ど
を
栽
培
す
る
バ
イ
オ

マ
ス
フ
ァ
ー
ム
の
実
証
実
験
な
ど
、
循
環

型
社
会
の
形
成
を
目
指
し
ま
す
。

　

定
住
支
援
事
業
で
は
人
口
の
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
対
策
と
し
て
、
市
外
か
ら

の
転
入
者
に
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
助

成
金
の
交
付
や
、
新
築
住
宅
の
固
定
資
産

税
減
免
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
で
は
、
国
の
補
助
を
活
用

し
、
岩
村
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業
を
前
倒

し
で
実
施
す
る
な
ど
、
早
期
完
了
を
図
り

ま
す
。
ま
た
明
智
町
ま
ち
並
み
整
備
事
業

で
は
、
浪
漫
亭
と
明
智
駅
前
の
修
景
整
備

に
本
格
着
手
し
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
進
め
て
き
た
、
ご
み
処
理
施

設
の
統
合
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
得
て
、
本
年
度
よ
り
エ
コ
セ
ン
タ
ー
恵

那
で　

時
間
操
業
を
開
始
し
ま
す
。
ま
た

２４

市
民
協
働
の
常
設
型
資
源
ご
み
回
収
施
設

と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
広
場
の
整
備
に
着

▼こども元気プラザにあるにこにこ広場での親子遊び

▲電線類の地中化を進める岩村町の重伝建地区

健
や
か
で
若
さ
あ
ふ
れ
る
元
気
な
ま
ち
（
健
康
・
福
祉
）

地
域
で
支
え
る
子
育
て
と
健
康
づ
く
り
の
仕
組
み
を
充
実

豊
か
な
自
然
と
調
和
し
た
安
全
な
ま
ち
（
生
活
環
境
）

リ
サ
イ
ク
ル
広
場
を
整
備
し
、ご
み
の
減
量
化
を
図
り
ま
す
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ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活
用
し
た
恵
那

東
地
区
の
整
備
事
業
で
は
、
国
道　

号
と

１９

主
要
地
方
道
恵
那
白
川
線
を
結
ぶ
御
所
の

前
牧
田
線
の
整
備
や
、
大
井
幼
稚
園
と
大

井
小
学
校
前
の
、
羽
根
平
舟
山
１
号
線
改

良
事
業
、
恵
那
東
中
学
校
と
恵
那
高
等
学

校
周
辺
の
通
学
路
の
整
備
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
老
朽
化
し
た
神
ノ
木
橋
（
大

井
町
）
の
改
良
事
業
や
、
ま
ち
な
か
防
災

多
目
的
広
場
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

　

市
道
は
、
幹
線
道
路
、
生
活
道
路
の
整

備
や
改
良
を
行
い
、
交
通
安
全
対
策
な
ど

に
取
り
組
み
ま
す
。
特
に
雇
用
対
策
、
地

域
の
活
性
化
の
た
め
、
市
の
単
独
事
業
と

し
て
、
地
域
の
生
活
道
路
の
改
修
や
整
備

に
１
億
円
の
増
額
計
上
を
し
ま
し
た
。

　

国
道　

号
恵
中
拡
幅
事
業
は
、
平
成　

１９

２４

年
度
完
成
に
向
け
て
、
４
車
線
化
の
推
進

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

明
知
鉄
道
地
方
鉄
道
再
生
計
画
支
援
事

業
で
は
、
県
か
ら
の
補
助
を
受
け
て
線
路

補
修
や
車
両
整
備
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
緊
急
雇
用
創
出
事
業
と
し
て
沿
線
景

観
の
整
備
、
保
全
を
行
い
ま
す
。

整
備
し
、
山
岡
細
寒
天
や
、
恵
那
栗
な
ど

の
特
産
品
の
普
及
Ｐ
Ｒ
と
新
し
い
商
品
開

発
を
行
い
ま
す
。

　

産
業
の
振
興
で
は
、
第
３
期
恵
那
テ
ク

ノ
パ
ー
ク
の
完
成
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
２

区
画
（
６
・
４�
）
へ
の
企
業
誘
致
に
取

り
組
み
ま
す
。
中
小
企
業
向
け
小
口
融
資

貸
付
金
を
増
額
し
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
振
興
と
地
場
産
業
の
活
性
化
を
図

る
た
め
、
え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事

業
を
制
度
化
し
、
市
産
材
の
需
要
拡
大
と

健
全
な
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、
市
の
個
性
を

発
揮
し
て
魅
力
あ
る
ま
ち
と
す
る
た
め
、

恵
那
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
特
産
品
で
あ
る
恵
那
栗
の
振
興

を
図
る
た
め
、
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
恵
那
跡
地

に
、
お
よ
そ　
�
の
栗
園
を
整
備
す
る
計

２０

画
を
策
定
し
ま
す
。
本
年
度
は
、
そ
の
先

駆
け
と
し
て
同
地
に
１�
と
、
道
の
駅
上

矢
作
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
福
寿
の
里
に
４�
の

栗
園
を
造
成
し
ま
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ｒ
恵
那
駅
横
の
タ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

恵
那
に
、
市
の
特
産
品
の
展
示
販
売
所
を

▼通学路の整備が進む恵那高等学校周辺

▲特産品の展示販売所に整備するタウンプラザ恵那

快
適
に
暮
ら
せ
る
便
利
で
美
し
い
ま
ち
（
都
市
・
交
流
基
盤
）

恵
那
東
中
学
校
と
恵
那
高
校
周
辺
の
通
学
路
を
整
備

活
力
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
、テ
ク
ノ
パ
ー
ク
へ
の
企
業
誘
致
を
推
進

平成２２年度予算

こんな事業を進めます
予算額事業の名称

１０億０,５６０万円まち並み整備事業恵那東地区
５０万円国道１９号恵中拡幅
５００万円瑞恵バイパスの事業化に向けた取り組み

１億６,６９０万円幹線道路整備事業（１・２級路線）
１億６,２１０万円生活道路整備事業（そのほかの路線）
４億０,０７０万円生活道路維持修繕事業
６,３５０万円地籍調査事業

１億１,５２５万円バス対策経費
２,３８４万円明知鉄道地方鉄道再生計画支援事業

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
４,２６０万円企業誘致対策事業
１８０万円恵那ブランド育成事業
３００万円農産物鳥獣被害対策事業
２,８５０万円恵那栗団地形成事業
１７０万円地産地消・食農教育推進事業
２,５００万円森林整備地域活動支援事業
６,３００万円公共林道整備事業
２,６３０万円タウンプラザ恵那特産品販売所整備・運営(新規）
１,９００万円観光ＰＲ活動の充実
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≪主な事業≫　

佐
藤
一
斎
が
説
い
た
「
三
学
戒
」
の
精

神
を
基
本
理
念
と
し
た
、
三
学
の
ま
ち
推

進
計
画
を
、
昨
年
度
策
定
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
に
沿
っ
て
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
市
民
三
学
運
動
啓
発

事
業
を
行
な
い
ま
す
。

　

本
年
度
の
主
な
内
容
は
、
学
校
や
家
庭

な
ど
で
、
読
書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の

図
書
購
入
や
、
各
学
校
を
巡
回
す
る
司
書

を
配
置
し
、
図
書
室
の
運
営
と
読
書
活
動

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
郷
土
の
先
人
へ
の

理
解
を
深
め
る
た
め
、佐
藤
一
斎
言
録
集
や

先
人　

傑
冊
子
を
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

３０

　

新
規
事
業
と
し
て
、　

年
以
上
長
く
読

２５

み
継
が
れ
て
き
た
絵
本
２
５
６
冊
を
選
定

し
、
幼
稚
園
や
保
育
園
に
配
備
す
る
「　
２５

歳
の
絵
本
事
業
」
を
進
め
ま
す
。
こ
の
事

業
は
、
当
初
、
２
カ
年
で
行
な
う
予
定
で

し
た
が
、
繰
り
上
げ
て
本
年
度
事
業
と
し

て
行
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
進
め
て
い
る
山
岡
小
学
校
の

校
舎
改
築
事
業
は
、
校
舎
本
体
の
建
設
と

太
陽
光
発
電
施
設
の
設
置
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
工
事
を
行
い
、来
春
完
成
予
定
で
す
。

く
り
推
進
事
業
は
、
引
き
続
き
地
域
の
発

展
、
活
性
化
の
た
め
、
活
動
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

　

ま
た
歴
史
や
文
化
、
伝
統
、
自
然
な
ど
、

地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
、
地
域
活
動
を

推
進
す
る
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
地
域

振
興
基
金
は
、
本
年
度
末
の
積
立
額
が　
２４

億
８
千
万
円
と
な
る
予
定
で
す
。

　

５
年
ご
と
に
行
う
国
勢
調
査
は　

月
に

１０

実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
国
内
の
人
口
や

世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
各
種
行
政

資
料
の
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

合
併
後
、
５
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

総
合
計
画
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
、

し
っ
か
り
と
検
証
し
な
が
ら
、
後
期
５
年

間
の
計
画
策
定
を
行
い
ま
す
。
ま
た
平
成

　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で
の
第
２
次
行
財

２３

２７

政
改
革
大
綱
の
策
定
も
行
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
こ
の
２
つ
の
計
画
の
策
定

に
取
り
組
み
、
自
己
責
任
・
自
己
決
定
を

基
本
に
、
末
永
く
自
治
体
と
し
て
存
続
で

き
る
自
治
体
経
営
の
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

の
地
域
自
治
区
で
展
開
す
る
地
域
づ

１３

▼建築工事が進む山岡小学校の新校舎

▲まちづくり市民活動推進助成を受けた団体の活動報告

思
い
や
り
と
文
化
を
育
む
人
づ
く
り
の
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

三
学
戒
の
精
神
の
下
、生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

健
全
で
心
の
通
っ
た
協
働
の
ま
ち
（
市
民
参
画
）

さ
ら
な
る
経
営
改
善
を
目
指
し
、後
期
計
画
と
行
革
を
策
定

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
６,０００万円地域自治区地域づくり推進事業
１,３６０万円総合計画・行財政改革推進経費

３億５,０００万円地域振興基金積み立て
１,０００万円放送事業運営事業
７０万円男女共同参画プランの推進
９２０万円市民との協働　まちづくり市民活動推進事業
２５０万円国際交流推進事業
４４０万円中学生海外派遣等補助事業
２,２７５万円国勢調査経費

こんな事業を進めます
予算額事業の名称
１,２００万円市民三学運動啓発事業（新規）
９１０万円先人顕彰事業
２,５１０万円中央図書館読書活動推進事業
５００万円２５歳の絵本事業
４,６７０万円岩村城下まちなみ保存事業

７億７,２００万円山岡小学校校舎改築事業
２,０１０万円学校図書館読書活動推進事業
３,５７０万円少人数指導教育推進事業
２,０８０万円国民体育大会弓道競技開催地対策経費（新規）
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生
ご
み
の
家
庭
内
処
理
を
推
進

す
る
た
め
、
生
ご
み
処
理
機
（
機

械
式
）
の
購
入
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

□
補
助
額　

購
入
費
の
半
額
（
上

限
２
万
円
・
各
世
帯
１
回
限
り
）

□
添
付
書
類　

生
ご
み
処
理
機
の

保
証
書
（
写
）、
領
収
書
（
原
本
）

　
　
　
　

環
境
課（
内
線
１
８
５
・

１
８
６
）、
各
地
域
振
興
事
務
所

※
こ
の
補
助
金
は
平
成　

年
度
末

２２

で
、
終
了
を
予
定
し
て
い
ま
す

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
が
行
う
資
源
回
収
に
対
し
、
回

収
量
に
応
じ
た
奨
励
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。
制
度
を
利
用
す
る
に

は
、
年
度
ご
と
に
団
体
登
録
が
必

要
で
す
。

□
補
助
額　

古
紙
・
古
布
の
収
集

量
１�
当
た
り
５
円

　
　
　
　

環
境
課
（
内
線
１
８

６
）、
各
地
域
振
興
事
務
所

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

　

市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
４
月
か
ら
一
緒
に
活
動

し
て
く
れ
る
中
高
生
の
会
員
を
、

随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ク
ラ
ブ
は
、
市
子
ど
も
会
指
導
者

連
絡
協
議
会
の
主
催
す
る
行
事

や
、
地
域
の
各
種
行
事
に
、
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す
る
中
高
生

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

　

子
ど
も
と
遊
ぶ
こ
と
が
好
き
な

中
高
生
、
同
じ
目
的
を
持
っ
た
友

達
を
つ
く
り
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
、

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
に

入
会
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

社
会
教
育
課
青
少
年
女

性
係�
４
３
―
２
１
１
２
（
内
線

２
２
４
）

　

８
月　

日�
に
明
智
か
え
で

２１

ホ
ー
ル
で
、東
京
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ

ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
一

般
の
方
も
合
唱
団
と
し
て
参
加
で

き
る
よ
う
計
画
し
ま
し
た
。

　

歌
う
こ
と
が
好
き
で
、
４
月
か

ら
実
施
す
る
練
習
に
参
加
で
き
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
人
数　
　

人
程
度

３０

□
参
加
資
格　

小
学
５
年
生
以
上

で
、
４
月　

日
以
降
の
毎
週
水
曜

１４

日
午
後
７
時
半
か
ら
、
明
智
か
え

で
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
練
習
に
、

自
己
責
任
で
参
加
で
き
る
方
。

□
参
加
費　

▽
高
校
生
以
下
＝
無

料　

▽
一
般
＝
１
０
０
０
円
（
最

初
の
練
習
日
に
集
め
ま
す
）

□
申
し
込
み
方
法　

郵
便
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
、
①
住
所
②
氏
名
③

年
齢
④
電
話
番
号
―
を
明
記
の

上
、
申
し
込
む
。

□
締
め
切
り　

４
月　

日�
（
定

３０

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

　
　
　
　

〒
５
０
９
―
７
４
９
２

岩
村
町
５
４
５
―
１　

文
化
課�

４
３
―
２
１
１
２
（
内
線
２
１

２
）、�
４
３
―
４
１
３
７

　

医
師
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

東
濃
５
市
で
は
医
師
の
確
保
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
奨
学
金
の
制

度
を
設
け
て
い
ま
す
。
将
来
医
師

と
し
て
、
東
濃
地
域
の
指
定
医
療

機
関
で
地
域
医
療
に
従
事
す
る
意

志
が
あ
る
方
を
募
集
し
て
ま
す
。

□
応
募
資
格　

平
成　

年
４
月
１

２２

日
時
点
で
、
医
学
部
学
生
や
医
学

部
大
学
院
生
、
医
師
で
臨
床
研
修

か
専
門
研
修
を
受
け
て
い
る
方
、

ま
た
は
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

□
貸
付
人
数　

５
人
程
度

□
貸
付
金
額　

▽
修
学
ま
た
は
研

修
期
間
中
＝
月
額　

万
円
（
年
額

２０

２
４
０
万
円
）　

▽
大
学
入
学
時

＝　

万
円
（
１
回
限
り
）

６０
□
貸
付
期
間　

▽
大
学
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
６
年
間

を
限
度
）　

▽
大
学
院
生
奨
学
資

金
＝
正
規
の
修
業
期
間
（
４
年
間

を
限
度
）　

▽
研
修
資
金
＝
５
年

間
を
限
度

□
締
め
切
り　

５
月　

日�
必
着

２１

□
申
し
込
み
方
法　

貸
付
申
請
書

に
必
要
書
類
を
添
え
て
東
濃
西
部

広
域
行
政
事
務
組
合
へ
提
出

□
選
考　

書
類
審
査
と
面
接

□
配
属
先　

臨
床
研
修
や
大
学
院

の
課
程
、
専
門
研
修
を
修
了
し
た

後
、
東
濃
５
市
の
指
定
医
療
機
関

（
県
立
病
院
を
除
く
公
的
医
療
機

関
）に
勤
務
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
償
還
の
免
除　

免
除
規
定
あ
り

□
募
集
要
項
・
申
請
様
式　

東
濃

西
部
広
域
行
政
事
務
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
て
く
だ
さ

い
（http://tono-seibu.org/syoug

akukin/index.htm
l

）

　
　
　
　

東
濃
西
部
広
域
行
政
事

務
組
合�
０
５
７
２
―
２
３
―
１

１
１
１
、
病
院
管
理
課�
４
３
―

１
２
６
５

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
、

タ
ク
シ
ー
基
本
料
の
助
成
を
行
い

ま
す
。

□
助
成
内
容　

１
人
当
た
り
年
間

１
冊（　

枚
つ
づ
り
）。
タ
ク
シ
ー

４８

乗
車
１
回
に
付
き
、
基
本
料
金
相

当
額
を
助
成
。

□
利
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
翌

年
３
月　

日
ま
で

３１

□
助
成
対
象　

①
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
の
手
帳
保
持
者　

②

じ
ん
臓
機
能
障
が
い
１
級
か
ら
３

級
で
人
工
透
析
の
た
め
定
期
的
な

通
院
を
必
要
と
す
る
方　

③
療
育

手
帳
Ａ
判
定
の
手
帳
保
持
者　

④

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
手
帳
保
持
者

※
①
③
④
の
方
で
自
動
車
税
の
減

免
を
受
け
て
い
る
方
は
、
対
象
と

な
り
ま
せ
ん

□
受
付
期
間　

４
月
１
日�
か
ら

随
時
。

□
持
ち
物　

印
鑑
、
該
当
す
る
手

帳
　
　
　
　

社
会
福
祉
課
（
内
線
１

３
５
）、
南
部
５
振
興
事
務
所

市
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

ク
ラ
ブ
会
員

生
ご
み
処
理
機
の
購
入
を

補
助
し
ま
す

申
・
問

東
濃
地
域
医
師
確
保
奨
学

資
金
な
ど
の
被
貸
付
者

募
集

申
・
問

本
年
度
の
集
団
資
源
回
収

団
体
の
登
録
を

申
・
問

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
合
唱
し

て
み
ま
せ
ん
か

申
・
問

案
内

身
体
障
が
い
者
に
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
」
を
交
付

申
・
問

申
・
問
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県
道
恵
那
峡
公
園
線
歩
道
整
備

工
事
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
市
道

羽
根
平
舟
山
１
号
線
を
通
行
止
め

し
ま
す
。
大
変
ご
不
便
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

□
と
き　

４
月　

日�
午
前
８
時

１７

半
―　

日�
午
後
５
時

１８

※
夜
間
も
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
ま

た
、
悪
天
候
に
よ
り
工
事
が
で
き

な
い
場
合
は
、
翌
週
の
土
・
日
曜

日
に
延
期
し
ま
す

□
と
こ
ろ　

大
井
町
字
学
頭
地
内

（
大
井
幼
稚
園
付
近
）

　
　

県
恵
那
土
木
事
務
所
・
道
路

維
持
課
交
通
安
全
防
災
担
当�
２

６
―
１
１
１
１
（
内
線
３
４
２
）

　

市
で
は
、
携
帯
電
話
の
不
感
地

域
の
解
消
に
向
け
て
、
携
帯
電
話

事
業
者
に
対
し
、
要
望
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
昨
年

度
に
市
が　

カ
所
、
N
T
T
ド
コ

２３

モ
が
３
カ
所
の
携
帯
電
話
基

地
局
を
整
備
。
そ
の
結
果
、

市
の
ほ
ぼ
全
域
で
、

携
帯
電
話
が
利

用
で
き
る
よ

う
に
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
事
業
は
次
の
補
助

金
な
ど
で
整
備
し
ま
し
た
。

○
岐
阜
県
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整

備
事
業
費
等
補
助
金

○
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
事
業
）

○
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時

交
付
金

　

岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
移
築
さ
れ

て
い
る
知
新
館
正
門
前
で
、
孔
子

を
ま
つ
る
伝
統
行
事
、 
釈  
奠 
の
儀

せ
き 
て
ん

を
行
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
は
孔
子
祭
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
の
行
事
。
岩
村
藩
主
松

平 
乗  
紀 
が
文
武
所
を
設
置
し
て
か

の
り 
た
だ

ら
、
明
治
維
新
後
に
廃
校
に
な
る

ま
で
続
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
孔
子
祭
は
、
昭
和

　

年
に
岩
村
城
築
城
８
０
０
年
を

６０記
念
し
て
復
活
し
た
も
の
で
す
。

《
釈
奠
の
儀
》

□
と
き　

４
月　

日�
午
前　

時

１０

１０

―　

時
１１

□
と
こ
ろ　

知
新
館
正
門
前
（
岩

村
城
藩
主
邸
跡
）

□
内
容　

式
典
、
講
経

《 
記
念
講
演
会
》

□
と
き　

４
月　

日�
午
後
１
時

１０

半
―
３
時
半

□
と
こ
ろ　

岩
村
公
民
館

□
講
師　

岐
阜
女
子
大
学　

近
藤

正
則
教
授

□
参
加
費　

無
料

□
定
員　
　

人
５０

　
　

文
化
課�
４
３
―
２
１
１
２

（
内
線
２
１
７
）

　

次
代
の
社
会
を
担
う
子
ど
も
の

育
ち
を
支
援
す
る
目
的
で
、
本
年

度
に
お
い
て
中
学
校
を
修
了
す
る

前
ま
で
の
子
ど
も
に
、
子
ど
も
手

当
を
支
給
す
る
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。

《
子
ど
も
手
当
の
概
要
》

・
中
学
校
を
修
了
す
る
前
ま
で
の

子
ど
も
一
人
に
つ
き
、
月
額
１
万

３
０
０
０
円
の
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
最
初
の
支
払
は
６
月
に
な
り
ま

す
。

※
該
当
す
る
世
帯
の
方
に
は
、
４

月
中
旬
に
案
内
な
ど
を
送
付
し
ま

す
　
　

子
育
て
支
援
課
（
内
線
２
２

７
）

案
内

子
ど
も
手
当
の
該
当
す
る

世
帯
に
案
内
を
送
付

問

▲昨年行われた釈奠の儀

問

問

孔
子
を
ま
つ
る
伝
統
行
事

知
新
館
で
釈
奠
の
儀

大
井
幼
稚
園
付
近
で
車
両

通
行
止
め

� �
�

�

��

�
�

�
� ��
�

�

�

��

�
�

�
�
�

�
�

�

�

新規局の設置位置図 4
月
か
ら
N
T
T
ド
コ
モ
の

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
拡
大

城ヶ丘保育園

大井小学校

大
井
幼
稚
園

長国寺

明 知 鉄 道

□
市
事
業
の
設
置
場
所

�
飯
地
町
南　
�
飯
地
町
杉
之
沢

�
飯
地
町
奥
屋　
�
山
岡
町
久
保

原
端
田　
�
山
岡
町
久
保
原
梅
平

�
山
岡
町
馬
場
山
田
峯
山　
�
明

智
町
小
泉　
�
明
智
町
阿
妻
上　

　
　
　
　
　
�
明
智
町
横
通
才
坂

　
　
　
　
　
　
　
�
明
智
町
横
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
内　
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
智
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
通
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
明
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
東
方

　
　
　
　
　

馬
坂
西　
�
明
智
町

　
　
　

東
方
馬
坂
東　
�
明
智
町

　

東
方
小
杉　
�
明
智
町
東
方
小

杉
南　
�
明
智
町
東
方
峰
山　
�

明
智
町
東
方
源
内　
�
串
原
戸
中

�
串
原
平
山　
�
上
矢
作
町
飯
田

洞　
�
上
矢
作
町
大
平　
�
上
矢

作
町
磯
沢　
�
上
矢
作
町
木
地
山

□
ド
コ
モ
自
主
事
業
の
設
置
場
所

�
明
智
町
大
泉　
�
明
智
町
下
田

良
子　
�
明
智
町
高
波

工事場所
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い
く
必
要
が
あ
る
。

・
山
林
を
皆
の
財
産
と
し
て
と

ら
え
、
地
域
住
民
の
手
で
整
備

す
る
手
段
に
つ
い
て
。

 
串
原
（
２
月　

日
開
催
）

２２

・
過
疎
地
域
の
集
落
支
援
、
地

域
活
性
化
の
方
策
に
つ
い
て
。

・
戸
別
補
償
制
度
な
ど
農
業
政

策
へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

・
議
員
定
数
の
考
え
方
に
つ
い

て
。

 
長
島
町
（
２
月　

日
開
催
）

２３

・
ま
ち
づ
く
り
活
動
へ
市
職
員

は
も
っ
と
か
か
わ
る
べ
き
。

・
地
域
と
行
政
を
つ
な
ぐ
仕
組

み
を
充
実
す
べ
き
。

・
保
育
園
の
指
定
管
理
に
つ
い

て
、
よ
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

・
恵
那
病
院
へ
の
巡
回
バ
ス
。

 
東
野
（
２
月　

日
開
催
）

２５

・「
思
い
や
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

が
必
要
。

・
山
岡
と
串
原
の
光
ケ
ー
ブ
ル

の
早
期
実
現
を
望
む
。

 
笠
置
町
（
２
月　

日
開
催
）

１９

・
高
齢
化
す
る
自
治
会
の
運
営

に
対
す
る
支
援
策
に
つ
い
て
。

・
文
化
財
、
天
然
記
念
物
の
保

護
、
活
用
に
つ
い
て
行
政
の
指

導
を
望
む
。

・
ま
ち
づ
く
り
の
活
動
を
、
住

民
に
し
っ
か
り
情
報
提
供
し
て

　：問い合わせ　　：申し込み問 申

 
明
智
町
（
２
月　

日
開
催
）

１０

・
小
規
模
教
育
や
学
校
の
統
廃

合
に
つ
い
て
、
地
域
も
一
緒
に

検
討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
大
正
１
０
０
年
事
業
に
向
け

て
、
官
民
協
働
体
制
で
進
め
て

い
き
た
い
。

 
上
矢
作
町
（
２
月　

日
開
催
）

１６

・
病
院
、
福
祉
施
設
を
、
安
全

に
効
率
よ
く
維
持
し
て
い
く
た

▼山岡町で開催された地域懇談会の様子

め
の
運
営
に
つ
い
て
。

・
小
学
生
の
プ
ー
ル
使
用
の
無

料
化
。

・
道
路
整
備
、
鳥
獣
被
害
対
策

の
推
進
。

 
山
岡
町
（
２
月　

日
開
催
）

１８

・
人
口
減
少
対
策
の
一
環
と
し

て
も
、
特
色
あ
る
学
校
教
育
を

推
進
し
て
ほ
し
い
。

・
総
合
計
画
を
実
現
さ
せ
る
に

は
、
住
民
と
行
政
の
信
頼
関
係

総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
・
後
期
地
域
計
画
の
策
定
に
向
け
て

　

２
月　

日
か
ら
３
月　

日
に
、
市
内　

地
域
で
地
域
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
体
で
、
約

１０

１９

１３

１
６
０
０
人
が
参
加
あ
り
、
現
在
策
定
中
の
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
（
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
）

２３

２７

の
素
案
と
、
各
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
後
期
地
域
計
画
の
素
案
を
も
と
に
、
ご
意
見
や

ご
提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

各
会
場
で
は
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
住
み
良
い
ま
ち
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
か
、
地

域
で
抱
え
る
問
題
を
、
地
域
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
が

ど
の
よ
う
に
協
働
し
て
い
け
ば
良
い
か
な
ど
、
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
地
域
懇
談
会
で
の
ご
意
見
な
ど
を
参
考
に
、
各
地
域
で
後
期
地
域
計
画
が
最
終
調
整
さ
れ
、

３
月　

日
に
各
地
域
協
議
会
か
ら
市
長
へ
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
計
画
後
期
基
本
計

２９

画
は
、
地
域
懇
談
会
で
の
ご
意
見
や
後
期
地
域
計
画
を
踏
ま
え
て
、
今
後
、
総
合
計
画
審
議
会
で
整

合
し
、
６
月
に
答
申
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
各
地
域
で
の
主
な
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
懇
談
会
の

議
事
録
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.c
ity.e

n
a
.lg
.jp
/

）
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線
６
３
６
）、
企
画
課
（
内
線
３
３
１
）

問

地地
域域
懇懇
談談
会会
をを　

地地
域域
でで
開開
催催

　
１３１３
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・
中
山
道
な
ど
の
、
地
域
の
資

源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
た
い
。

・
医
療
機
関
の
充
実
に
つ
い
て
。

 
中
野
方
町
（
３
月
９
日
開
催
）

・
地
域
活
性
化
の
た
め
に
、
ダ

ム
残
土
処
理
地
を
有
効
活
用
。

・
職
員
数
の
適
正
化
を
進
め
て

ほ
し
い
。

・
消
防
分
署
の
整
備
や
、
産
婦

人
科
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

 
飯
地
町
（
３
月　

日
開
催
）

１５

・
道
路
の
補
修
整
備
を
地
域
で

と
し
た
学
校
教
育
の
取
り
組
み

の
提
案
。

・
二
酸
化
炭
素
の
削
減
で
は
、

恵
那
と
い
う
地
域
性
を
生
か
し

た
取
り
組
み
の
提
案
。

 
大
井
町
（
３
月
１
日
開
催
）

・
中
山
道
沿
い
の
貴
重
な
建
築

物
の
保
存
活
用
を
、
積
極
的
に

推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
中
央
線
の
増
発
は
有
効
な
手

段
と
な
る
。

・
中
心
市
街
地
の
税
負
担
の
考

え
方
に
つ
い
て
。

行
う
場
合
の
行
政
支
援
。

・
国
道
４
１
８
号
の
改
良
の
早

期
実
現
。

・
飯
地
の
地
形
を
利
用
し
た
小

水
力
発
電
な
ど
の
設
置
。

・
定
住
施
策
の
推
進
を
望
む
。

 
三
郷
町
（
３
月　

日
開
催
）

１９

・
自
治
会
加
入
率
の
向
上
、
運

営
の
今
後
の
取
り
組
み
。

・
人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
、

消
防
団
の
練
習
の
あ
り
方
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
市
議
会

の
放
送
を
し
て
ほ
し
い
。

 
岩
村
町
（
３
月
５
日
開
催
）

・
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

各
組
織
が
さ
ら
に
連
携
と
協
力

体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

・
企
業
誘
致
、
雇
用
対
策
は
、

東
濃
地
域
な
ど
広
域
で
連
携
し

て
進
め
て
ほ
し
い
。

・
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

が
、
活
気
あ
る
ま
ち
に
す
る
。

 
武
並
町
（
３
月
８
日
開
催
）

・
ク
リ
ス
タ
ル
パ
ー
ク
恵
那
ス

ケ
ー
ト
場
を
、
官
民
協
働
に
よ

り
さ
ら
に
盛
り
上
げ
た
い
。

春季特別企画展
　４/８�～６/１３�
前期：４/８�～５/９�
後期：５/１３�～６/１３�

　大正100年プレイベントとして、木曽路、大正村
の父、 澤  田  正  春 氏（大正７年～平成４年）の写真展

さわ だ まさ はる

を開催します。澤田氏は、木曽路の風景を鋭く見
つめた文芸写真家。どうぞ木曽路の情緒ある風景
美を、ご堪能ください。また澤田氏は、日本大正村
の計画立案者で、名付け親でもあります。

澤田正春

「木曽路―その 野 
や

 趣 と
しゅ

 没 
ぼつ

 落 の美」より『
らく

 鳥 
とり

 居 
い

 峠 』
とうげ

（左）澤田氏、（右）鳥居峠

４月４日�・５月２日�は市民の日（市民に限り

観覧料が無料）

　 中山道広重美術館�２０-０５２２問

　本展では、刷られた時期が異なる二つの「保永堂
版東海道」を見比べていただき、各作品のさまざま
な違いをお楽しみください。

歌川広重

『東海道五拾三次内　日本橋』

当館寄託・個人蔵

「木曽路・大正村の父　文芸写真家　澤田正春」

「東海道五拾三次之内―違いを楽しむ―」

▲　

地
域
で
の
地
域
懇
談
会
は
三
郷

１３
町
の
開
催
が
今
回
の
最
終
日
で
し
た
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□ところ　中山道大井宿周辺

（商店街や一般家屋に展示）

□イベント　 ▽オープニング

セレモニー＝４月２５日�午前

１０時、まちなか多目的防災広

場　 ▽のれんアートウオーキ

ング＝５月１５日�、中山道大

井宿周辺　 ▽粥川なつ紀ジャ

ズコンサート＝５月１５日�、

まちなか多目的防災広場（雨

天中止）

　　大井町まちづくり協議会事務局�２５-８２２０

　野球に興味のある子、野球が大好きな子、野球を

やってみたい子、「野球子ヤンキーズ」で一緒に野

球を楽しみませんか。

□対象　市内在住の１年生～６年生の男女

□練習日　土日、祝日の午前９時から日没まで

□ところ　永田グラウンド（長島町）（雨天は、体

育館で行います）

※興味のある方はぜひとも見学、ご連絡ください。

　　　　水野英司�０９０-４２１４-９６０１（午後６時以降）

【はじめてのパソコン講習】　

□とき　５月４日�、１１日�、１８日�、２５日�午前

９時半～１１時半

□内容　文字入力やマウス、キーボードの使い方

など、パソコンの基本操作を丁寧に説明します。

□講座経費　６００円（別途テキスト代９００円）

【Ｗｏｒｄ総合講座】

　入門・基礎・ドリルのコースから希望選択してく

ださい。

□とき　５月１３日�、２０日�、２７日�、６月３日�

午後１時～３時

□内容　Ｗｏｒｄ２００２を使用。 ▽ 入門＝キーボー

ド操作から簡単な文書作りをします。 ▽ 基礎＝

ワードアート・地図・画像を使用したチラシ作りを

します。 ▽ ドリル＝ビジネス文書やチラシ作成の

ドリル問題に挑戦します。

　Ｗｏｒｄのバージョンが分からない方、ほかの

バージョンの方は問い合わせください。

□講座経費　 ▽入門＝６００円 ▽基礎・ドリル＝７００円

□テキスト代　 ▽ 入門・基礎＝１,２３９円 ▽ ドリル＝

１,０５０円　

※材料費など実費としていただきます。ＵＳＢフ

ラッシュメモリーは８８０円で購入いただくか、持参

してください

【共通】

□定員　１８人（定員になり次第締め切り）

□ところ　恵那文化センター視聴覚室

□締め切り　４月１０日�午前１０時から開講日前日

まで。初めて受講する方は、４月２６日�までに申

し込めば優先されます。再受講者の受講の可否は、

４月２７日�以降に連絡します。

　　　　パソコンサポートクラブ�０９０-４２６５-９７２７

パソコンサポートクラブ
５月期講座のご案内

　

新
聞
の
朝
刊
に
、
佐
藤
一
斎
の
三
学

戒
を
広
く
市
民
や
、
学
校
を
通
じ
て
地

域
に
広
め
て
い
く
と
あ
り
ま
し
た
。

　

三
学
戒
を
は
じ
め
、「
言
志
四
録
」
な

ど
多
く
の
書
物
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
考

え
や
教
え
な
ど
を
理
解
す
る
の
は
、
そ

う
容
易
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
具
体

的
に
、
ど
の
よ
う
な
工
程
や
計
画
を
し

て
進
め
て
い
く
の
で
す
か
。

（
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

新
聞
紙
上
で
は
、「
佐
藤
一
斎

の
教
え
で
あ
る
三
学
戒
を
広
め

る
」
と
あ
り
ま
す
。
意
味
す
る
と
こ
ろ

は
、
三
学
戒
の
教
え
に
学
ん
で
、
市
民

を
挙
げ
て
生
涯
学
習
に
取
り
組
も
う
と

い
う
こ
と
で
す
。「
言
志
晩
録
」
六
十
条

の
三
学
戒
は
、
少
年
期
、
壮
年
期
、
老
年

期
と
生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
説
い
て
い
ま
す
。
こ
の
精
神
に
学
ん

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
生
涯
学
習
に
取

佐
藤
一
斎
の
三
学
戒
を
ど
の

よ
う
に
広
め
る
の
か

野球子ヤンキーズ会員募集

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイベントや各種募集などを市内に周知するためのコーナーです。
（営利目的・宗教・政治に関する掲載はできません）□掲載の申し込み・問い合わせ　企画課広報広聴係�２６-２１１１（内線３１４）

▲展示されたのれん

問・申

問・申

問

15　2010.4.1

【明知鉄道沿線ウオーキング】

□とき・ところ　４月１５日�岩村駅～山岡駅、５月

１３日�東野駅～飯沼駅、６月１７日�山岡駅～明智

駅、７月１５日�飯羽間駅～阿木駅、８月１９日�明智

駅～花白駅、９月１６日�明智駅～花白駅、１０月２１日

�飯沼駅～ＪＲ中津川駅、１１月１８日�野志駅～花

白駅、１２月１６日�東野駅～恵那駅

※集合時刻は、明知鉄道恵那駅を午前９時２７分発

に乗車し、ウオーキングスタート駅に着いた時刻

（４月１５日のみ岩村駅前午前１０時集合出発）

□参加費　無料（交通費は実費）

【ＮＥＮＯＷＡＹ　ＷＡＬＫ】

□とき・ところ　４月１日�、５月６日�、６月３

日�、７月１日�、８月５日�、９月２日�、１０月

７日�、１１月４日�、１２月２日�

※根の上高原芝生広場ステージに午前９時半集合

□参加費　各回５００円

（ホビークラフトなど

は、実費プラス）

　　ゆーす・れくサ

ークル（赤尾袈夫）

�０５７３-６５-３５３４　

　明知鉄道に自転車を乗せて沿線の駅で下車し、

自然の中を約２０～４０�サイクリングします。

□とき　４月１０日�、５月８日�、６月１２日�、７

月１０日�、８月１４日�、９月１１日�、１０月９日�、

１１月１３日�、午前９時２７分明知鉄道乗車

※明知鉄道恵那駅前に午前８時半受け付け

□参加費　 ▽大人＝１,５００円 ▽小人＝１,０００円（運賃

込み）

　　　　いしだたみグループ�０５７３-６５-３５３４、ホー

ムページttp://cycletrain.web.fc2.com/ 

　郷土芸能の地歌舞伎の公演です。飯地小学校の

児童や、地元名士の方々による一幕もあります。

□とき　４月１０日�正午開場、午後１時開演

□ところ　五毛座（飯地町）

□料金　無料

　　飯地五毛座歌舞伎保存会�２２-３４０１

　美濃十六宿で一番のにぎわいをみせた大井宿は、

のれんがよく似合うまちです。そこに住む私たち

がもっと中山道に目を向け、身近に感じられるよ

う企画した、中山道大井宿のれんアートコンテス

トは、２回目を迎えます。のれんがゆれる大井宿

に、ぜひお越しください。

□期間　４月２５日�～５月１６日�

り
組
め
る
よ
う
に
、
必
要
な
支
援
を
行

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
郷
土
の
先
人
の
思
い
に
学

ぶ
た
め
に
、
佐
藤
一
斎
の
言
葉
を
載
せ

た
日
め
く
り
や
、
郷
土
の
先
人　

傑
な

３０

ど
を
作
成
し
て
配
布
す
る
な
ど
し
て
、

先
人
に
つ
い
て
、
共
通
の
理
解
を
深
め

ま
す
。
先
人
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た

り
、
市
中
央
図
書
館
に
郷
土
学
習
指
導

員
を
配
置
し
た
り
す
る
な
ど
、
先
人
に

つ
い
て
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
生
涯
学
び
続
け
る
基
本
を
つ

く
る
た
め
、
朝
読
書
を
全
保
育
園
、
幼

稚
園
、
小
中
学
校
で
取
り
組
む
こ
と
や
、

各
地
域
で
市
民
の
手
に
よ
る
市
民
三
学

地
域
塾
を
開
講
す
る
な
ど
、
生
涯
学
習

の
支
援
策
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
平
成　

年
度
か
ら　

年

２２

２６

度
ま
で
の
「
三
学
の
ま
ち
推
進
計
画
」

に
計
画
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
生
涯

学
習
を
行
う
主
体
は
市
民
の
皆
さ
ん
で

す
。
今
後
組
織
す
る
市
民
三
学
運
動
推

進
委
員
会
と
協
議
し
な
が
ら
、
息
長
く

進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
社
会
教
育
課
）

チャリンコ列車運行計画２０１０

第２回中山道大井宿
のれんアートコンテスト

明知鉄道沿線と根の上を散策
ウオーキング

▲

佐
藤
一
斎
の
像

▲ウオーキングの風景

問

問・申

第２５回五毛座地歌舞伎公演

問
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第　

回
日
本
大
正
村
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
が
、
３
月　

２６

２１

日
、
明
智
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
県
内
外

か
ら
の
１
９
１
８
人
。
コ
ー
ス
は　
�
（　
�
）、
６�

１０

１６

（
９
・
６�
）、
２�
（
３
・
２�
）
の
３
コ
ー
ス
。
大
正

村
の
町
並
み
を
通
過
し
、
自
然
豊
か
で
起
伏
の
激
し
い
山

道
を
ラ
ン
ナ
ー
は
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、　

歳
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
５
人
参
加
し
、

８０

最
高
年
齢
は　

歳
で
し
た
。
こ
の
ほ
か
仮
装
ラ
ン
ナ
ー
も

８８

多
く
出
場
し
、
沿
道
の
声
援
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

大
正
村
を
駆
け
抜
け
た
健
脚

田口  昊  雅 くん
こう が

お
誕
生
日
お
め
で
と
う�

昊
く
ん
、
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
て
あ
り
が
と
う�

真
一
さ
ん
・
め
ぐ
み
さ
ん

三郷町

鈴木 はなちゃん

お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
と
仲
良

く
、
元
気
に
育
っ
て
ね
。

大
好
き
だ
よ�

辰
徳
さ
ん
・
あ
か
ね
さ
ん

土屋  志  門 くん
し もん

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！

い
つ
ま
で
も
笑
顔
が
ス
テ

キ
な
志
門
で
い
て
ね�

滋
嘉
さ
ん
・
萌
子
さ
ん

大井町

曽我 ことみちゃん

こ
と
み�
１
歳
お
め
で
と

う
。
お
姉
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
！
元
気
に
育
っ
て
ね
！

桂
吾
さ
ん
・
淳
子
さ
ん

石田  紳  一  郎 くん
しん いち ろう

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ

い
の
紳
く
ん
で
い
て
ね
。

１
歳
お
め
で
と
う
。

伸
孝
さ
ん
・
幸
恵
さ
ん

岩村町

櫻井  姫 
ひ

 菜 ちゃん
な

１
歳
お
め
で
と
う
！

ひ
な
ち
ゃ
ん
の
未
来
は
、

い
つ
も
お
楽
し
み�

英
貴
さ
ん
・
直
美
さ
ん

明智町 ４月生まれのお誕生日明智町長島町

17　2010.4.1

　恵那南高校の校歌が出来上がり、２月２６日、同校の体

育館で発表会が開催されました。作詞・作曲を担当した

後藤健二さんの指揮で、生徒代表の約３０人が校歌を披露

し、その後、後藤さんの記念講演も行われました。

　第２０回市伝統芸能大会が、２月２１日に恵那文化セン

ターで開催されました。地域に伝わる地歌舞伎や文楽

などが行われ、最後には、各種団体の代表がお目見えだ

んまりを披露。観客は、大きな見えに拍手 喝  采 でした。
かっ さい

　２月２８日に、恵那文化センターで、子育て支援フォー

ラムが開催。地域での支援活動を推進しようと、初めて

開かれました。市内で活動している団体が、活動内容を

展示やＶＴＲなどで紹介し、互いに交流を図りました。

　市観光協会が、恵那峡開峡９０周年を記念して、日本外

科学会・会頭を務める中尾昭公教授の講演会を２月２７日

に開催。恵那観光大使も務める同教授の講演は、恵那文

化センターで立ち見が出るほどの盛況振りでした。

　５月に１歳の誕生日を迎える
お子さんの写真を募集します。
写真（なるべく一人で胸から上
で顔全体が写っているもの）の
裏に住所、氏名（ふりがな）、生
年月日、性別、電話番号、両親の
氏名、３０字以内のコメントを添
えて、４月１５日�までに申し込
みください。またケーブルテレ
ビ放映の可否についてもご記入
ください。申し込み多数の場合
は先着順により掲載します。

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
企画課広報広聴係
�２６-２１１１（内線３１９）

坂  翔  太 くん
しょう た

１
歳
お
め
で
と
う
！
笑
顔

い
っ
ぱ
い
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
育
っ
て
ね�

信
太
朗
さ
ん
・
奈
津
子
さ
ん

大井町

西尾  泰  輝 くん
たい き

も
っ
と
も
っ
と
元
気
で
大

き
く
な
っ
て
ね
！
１
歳
お

誕
生
日
お
め
で
と
う�

将
宏
さ
ん
・
ひ
で
み
さ
ん

大井町

大島  正  太  郎 くん
しょう た ろう

�
１
歳
の
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
こ
れ
か
ら
も
、
ひ

ま
わ
り
と
仲
良
く
ね�

伸
英
さ
ん
・
幸
子
さ
ん

串原

渡邊 あやめちゃん

１
歳
お
め
で
と
う
。

ゆ
っ
く
り
で
い
い
か
ら

ね
。

馨
さ
ん
・
ゆ
か
り
さ
ん

明智町

渡辺  蒔 くん
まき

ま
き
君
は
家
族
の
宝
物
だ

よ
！
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良

く
元
気
に
育
っ
て
ね�

俊
一
さ
ん
・
雅
子
さ
ん

東野

中山  颯  太 くん
そう た

１
歳
お
め
で
と
う
！

お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
、

元
気
に
育
っ
て
ね
。

由
生
さ
ん
・
乃
武
子
さ
ん

武並町

恵那南高校で新しい校歌が響いた 地域に伝わる伝統芸能を披露

子育て支援フォーラムで各団体が交流 がん治療と医療の現状を講演



広報えな　18

　３月７日、中山道広重美術館で広重賞第６回市こども

版画コンクールの表彰式が開催。今回は、過去最多とな

る３,０４３点の応募総数から、鈴木康広くん（明智小４年）

の「前回りをしているぼく」が広重賞に選ばれました。

　上矢作保育園の園児４３人が、３月３日にからすみ作り

に挑戦。作り方や、ひな祭りに飾ることなどを聞き、そ

れぞれ好きな形に作成。手製のひな様が飾られている

教室で、個性豊かなからすみをおいしく食べました。

　串原中学校では、３月９日、卒業式の後に中山太鼓の

免許状授与式が行われました。ことしの卒業生５人は、

３年間の練習を通して、伝統の素晴らしさと、伝統を引

き継ぐ大変さを、学び気づけたと話していました。

　市手話通訳連絡会などが３月８日に、第１４回防災まち

づくり大賞の受賞報告に訪れました。市民提案型協働

事業として、聴覚障がい者用防災イラストマップの作成

が評価され、消防庁長官賞の受賞となりました。

　大井小学校の屋内運動場が完成し、３月１６日に竣工式

が行われました。柱などには県内産のスギ、壁には市内

産のヒノキを使用。全校児童３３６人による校歌が、新し

く完成した木のにおいのする屋内運動場に響きました。

　市内農家のグループが講師となり、地域の伝統料理を

伝えている恵那の味伝承講座が、３月１０日、アグリパー

ク恵那で開催されました。最終回となる今回は、豆腐作

りとおしょうみそで、楽しみながら料理を学びました。

明智小４年生鈴木君の作品が広重賞に ひな祭りに上矢作保育園でからすみ作り

中山太鼓の練習から学ぶ地域の伝統 手話通訳連絡協議会が防災まちづくり大賞

木のぬくもりある体育館が完成 本年度の最終は豆腐とおしょうみそ
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輝
く

恵
那
人

　

恵
那
南
高
等
学
校
に
校
歌
が
で
き
た
。

コ
ー
ダ
を
効
か
せ
た
４
拍
子
の
リ
ズ
ム

は
、
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
歌
詞
の
一

部
に
は
、
英
語
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　

同
校
は
、
岩
村
高
校
と
明
智
商
業
高
校

が
、
３
年
前
に
統
合
し
て
で
き
た
学
校
。

こ
れ
ま
で
校
歌
は
無
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校

歌
を
愛
唱
歌
と
し
て
歌
っ
て
き
た
。

　

作
詞
・
作
曲
し
た
後
藤
さ
ん
は
、
岩
村

高
校
と
明
智
商
業
高
校
に
勤
務
し
た
と
き

に
、
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
部
や
、
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
を
創
設
。
そ
れ
が
縁
で
、
昨
年

９
月
に
、
校
歌
の
作
成
を
依
頼
さ
れ
た
。

　
「
校
歌
と
い
う
も
の
は
、
永
久
に
残
る

も
の
。
私
が
作
っ
て
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

約
一
カ
月
間
悩
ん
だ
。
そ
れ
で
も
引
き
受

け
た
の
は
、「
校
歌
が
無
く
寂
し
い
」
と
い

う
、
生
徒
や
地
域
の
人
の
声
を
耳
に
し
た

か
ら
だ
。
校
歌
は
、「
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
人
た
ち
の
歌
で
も
あ
る
」
と
感
じ

た
と
い
う
。「
地
元
に
い
る
私
が
作
る
か

ら
に
は
、
学
校
の
歴
史
、
人
の
心
を
表
現

し
よ
う
」
と
決
め
た
。　
　
　

　

校
歌
に
は
主
に
、
３
つ
の
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
１
つ
目
は
、
学
校
生
活
を

 
謳  
歌 
し
て
い
る
生
徒
の
姿
。
２
つ
目
は
、

お
う 

か

恵
南
の
地
域
が
醸
し
出
す
雰
囲
気
や
、
豊

か
な
自
然
。
３
つ
目
は
、 
佐 
藤
一
斎
の
学

※

び
の
心
。

　

三
学
戒
の
言
葉
を
歌
詞
に
入
れ
る
が
、

な
か
な
か
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
。「
ど
ん

な
表
現
が
い
い
の
か
ず
い
ぶ
ん
悩
ん
だ
」。

あ
る
と
き
知
人
か
ら
言
志
四
録
の
英
訳
本

を
紹
介
さ
れ
、
そ
の
中
に
、
校
歌
に
も

な
っ
た
一
文
が
あ
っ
た
。「N

othing
in
lif

e
is
w
orthless

」
訳
は
、
人
生
に
無
駄
な
も

の
は
何
も
な
い
。
こ
れ
は
「
い
つ
の
時
期

に
お
い
て
も
、
学
ぶ
こ
と
に
無
駄
は
な

い
」
と
い
う
、
三
学
戒
の
教
え
を
う
ま
く

言
い
当
て
た
言
葉
。
輝
い
て
見
え
た
。

　

２
月　

日
の
校
歌
発
表
会
。
一
生
懸
命

２６

に
歌
う
生
徒
た
ち
の
姿
が
あ
っ
た
。「
真

剣
に
歌
う
生
徒
は
、
素
直
で
明
る
い
子
ど

も
た
ち
。
何
で
も
い
い
、
集
中
す
る
姿
勢

を
持
ち
続
け
て
…
」と
後
藤
さ
ん
は
話
す
。

　

新
た
な
歴
史
を
刻
む
恵
那
南
高
校
。
こ

の
校
歌
に
は
、
未
来
に
羽
ば
た
く
生
徒
へ

の
夢
が
託
さ
れ
て
い
る
。

恵
那
南
高
校
の
校
歌
を
作
詞
・
作
曲

佐
藤
一
斎
の
学
び
を
託
す

 
後  
藤   
健  
二 
さ
ん　
　

歳

ご 

と
う 

け
ん 

じ

７１

山
岡
町
馬
場
山
田 ６６

※佐藤一斎＝岩村藩出身の儒学者。西郷隆盛にも大きな影響を与えた著書「言志四録」は、一斎が後半生に書いた語録。三学戒
の「少（わか）くして学べば壮にして為（な）す有り、壮にして学べば老いて衰えず、老いて学べば死して朽ちず」は、その中の一節



この印刷物は石油系インキではな
く、地球に優しい大豆油を使用し
たインキで印刷されています。

『広報えな』は環境に優しい再生紙を使用しています。

　串原中沢地区の山すそで、見事な花を咲かせる「ひよ
もの枝垂れザクラ」は、根周り約６�、幹周り約４�、
高さ枝張りとも２０�を超す巨木。樹齢は２５０年ほどで、
所有者の三宅家（串原）の初代長六が亡くなったときに、墓
のそばに植えられたと伝えられている。１９８２（昭和５７）
年、県の天然記念物に指定されている。
　このほか市内には、恵那峡のサクラ・ 土  々   ヶ  根 のしだ

ど ど が ね

れザクラ（大井町）、大名墓地のサクラ・吉田川経塚の枝
垂れザクラ（岩村町）、 釜 

かま

 屋 の枝垂れザクラ（山岡町）、 八 
や や

 斗  蒔 の彼岸ザクラ（明智町）、奥矢作湖
と まき

湖畔のサクラ（串原）など多くのサ
クラの名所がある。ひよもの枝垂
れザクラとともに、上矢作町の新
田のサクラは２００３（平成１５）年に
「飛騨美濃さくら３３選」に選定さ
れている。

『広報えな』４月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１１.６円（税込み）です。

恵那市安心安全メール配信システム
登録用ＱＲコード
□問い合わせ　防災対策課（内線３１７）

　三好博士の功績は、植物学だけではない。

地理学者の辻村太郎が、１９３７（昭和１２）年に著

した「景観地理学講話」の中で、「景観」という

言葉を生み出した人物として紹介している。

また来年の２０１１（平成２３）年は、三好学生誕

１５０年で、各種イベントを予定。

　ひよもの枝垂れザクラの「ひよも」とは、

日当たりのよい、見晴らしのよい所という

ことに由来して名付けられた三宅家の屋

号。

　岩村藩出身の植物学者。わが国の植物学の基礎を築い
たサクラとショウブ研究の世界第一人者。「日本植物景
観」など多くの著書がある。岩村藩・江戸藩邸で１８６１
（文久元）年に生まれ、幼年を岩村で過ごす。わずか１８
歳で、小学校校長（瑞浪市立土岐小学校の前身の 光  迪 小

こう てき

学校）に就任。その後、東京大学で植物学の研究を続け、
ドイツ留学から帰国後３５歳の若さで東大教授に就任し
た。東大在学中に発表した研究論文は１００編に及び、そ
の著書も１００冊と言われる。また、一生の事業として天
然記念物の保護に力を入れた。１９３９（昭和１４）年、７８
歳で没。岩村 城  山 

しろ やま

 城 
じょう

 址 公園内には、三好博士にちなんだ
し

「 菖 
しょう

 蒲  園 」がある。ここには、約１３種類のハナショウブ
ぶ えん

が１０,０００本ほど植えられており、毎年６月下旬ころに開
花する。

▲ひよもの枝垂れザクラ

三好学（みよしまなぶ）　２１

ひよもの枝垂れザクラ

ショウブ研究の世界的権威

２２
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